
袋
井
市
議
会
６
月
定
例
会
報
告 

 

市
議
会
６
月
定

例
会
が
６
月
３
日

か
ら
２７
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
市
長

提
出
21
議
案
の
審

査
を
行
い
、
20
日

に
施
行
日
の
関
係

か
ら
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
を
採

決
、
最
終
日
に
は
人

事
関
係
の
追
加
議

案
５
件
を
加
え
て
採
決
を
行
い
。
い
ず
れ
も
可

決
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
消
費
税
引
き
上
げ

に
関
連
す
る
手
数
料
・
利
用
料
の
条
例
改
定
１１

議
案
反
対
、
浅
田
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
第
１
号
は
髙
橋
議
員
が
賛
成
討
論

を
行
い
ま
し
た
が
、
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
議
員
発
議
を
可
決
し
ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

 

１
億
６
８
０
０
万
円
追
加
し
、
総
額
３
４
１
億

億
２
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
福
祉
総
合
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
１
９
８
２
万
円 

 
 

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
い
対
象
等
を
明

ら
か
に
す
る
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
変
更
で
す
。 

◇
寄
付
金
を
小
学
校
費
・
図
書
館
費
に
充
当 

 
 

ヤ
マ
ハ
・
ヤ
マ
発
㈱
か
ら
の
ゴ
ル
フ
大
会
収
益

か
ら
の
寄
付
金
１
０
０
万
円
を
、
外
国
人
児
童
生

徒
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
携
帯
型
翻
訳
機
の
購

入
、
袋
井
図
書
館
の
書
架
の
購
入
に
充
て
ま
す
。 

 

◇
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
臨
時
特
別
交
付
金
交
付 

 
 

税
制
の
寡
婦
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
婚
姻
歴

の
な
い
ひ
と
り
親
に
一
律
１
７
５
０
０
円
を
給

付
。
寡
婦
控
除
の
改
正
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
へ
の

特
例
措
置
で
す
。
市
内
対
象
者
は
約
８
０
人
。 

 

◇
債
務
負
担
行
為 

 
 

・
月
見
の
里
学
遊
館
他
１
施
設
指
定
管
理
委
託 

 
 

 
 

６
億
２
５
０
０
万
円 

期
間 

令
和
元
年
度
～
６
年
度 

 
 

・
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
委
託 

 
 

 
 

１
億
１
９
４
０
万
円 

 
 

 
 

期
間 

令
和
元
年
度
～
４
年
度 

 
 

 
 

平
成
２５
年
の
開
館
以
来
、
市
民
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
運
営
を
進
め
、
実
績
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
の
指
定
管
理
導
入

と
い
う
こ
と
で
期
間
は
３
年
間
で
す
。 

袋
井
市
自
然
環
境
、
景
観
等
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調

和
に
関
す
る
条
例
を
制
定 

 
 

 
 

美
し
い
景
観
、
豊
か
な
自
然
環
境
及
び
市
民
の

安
全
安
心
な
生
活
環
境
の
保
全
、
並
び
に
地
球
温

暖
化
対
策
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
の
調
和
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
心
安
全
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。 

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の
発

電
出
力
１０

ｋｗ
以
上
に
適
用
し
、
市
内
全
域
が
抑

制
地
域
と
な
り
ま
す
。
事
業
者
に
は
地
域
で
の
説

明
会
開
催
、
届
出
を
義
務
と
し
、
発
電
出
力
５０

ｋｗ

以
上
の
も
の
は
市
長
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

太
陽
光
発
電
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
総
面
積
１
万
２

千
㎡
を
超
え
る
も
の
、
風
力
発
電
は
高
さ
２０
ｍ
を

超
え
る
設
備
は
原
則
と
し
て
同
意
し
ま
せ
ん
。 

袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 

「
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

平
成
３０
年
６
月
１９
日
に
交
付
さ
れ
、
令
和
元
年

６
月
２５
日
施
行
と
な
る
こ
と
か
ら
６
月
２０
日
に

本
会
議
を
開
催
、採
決
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
、

新
た
に
限
定
特
定
行
政
庁
（
市
）
認
定
・
許
可
と

な
る
事
務
に
つ
い
て
、
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
し
、
申
請
手
数
料
を
定
め
ま
し
た
。 

消
費
税
増
税
分
を
転
嫁 

使
用
料
・手
数
料
な
ど
一
斉
引
き
上
げ 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
・

袋
井
市
分
庁
舎
・
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
・
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
市
運
動
施
設
・
風
見
の
丘
・
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
・
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
・
月
見
の
丘
学
遊
館
に
関
す
る

条
例
を
使
用
料
・
手
数
料
等
の
引
き
上
げ
る
た
め

改
正
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
１０
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、
額
、
経
過
措
置
等
を
定
め
ま
し
た
。 

 

一
斉
改
正
に
合
わ
せ
、
他
市
の
料
金
と
の
乖
離

の
大
き
い
も
の
も
改
正
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
に

よ
り
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
高
齢
者
の
減
免
対
象
年
齢

を
６５
歳
以
上
に
統
一
し
ま
す
。 

請
願
第
１
号
は
不
採
択
に 

 

６
月
議
会
に
市
民
か
ら
「
消
費
税
の
中
止
を
政

府
に
求
め
る
意
見
書
を
袋
井
市
議
会
が
可
決
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
請
願
書
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
務
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
結
果
は
賛
成

少
数
で
「
不
採
択
」
と
な
り
、
本
会
議
で
の
採
決

も
賛
成
少
数
で
「
不
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。 

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
同
意 

 
・
青
木 

修
氏 

（
岡
崎
） 

 

再
任 

 

・
中
山
喜
一
氏 

（
太
田
） 

 

再
任 

 

・
青
木
玉
枝
氏 

（
下
山
梨
） 

新
任 

 

・
安
間
博
次
氏 

（
湊
） 

 
 

新
任 

 

・
窪
野
清
美
氏 
（
愛
野
南
） 

新
任 

議
員
発
議
「第
１
号
～
第
３
号
」可
決 

議
会
に
３
つ
の
特
別
委
員
会
設
置 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 

 

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
若
者
の
政
治
離
れ
、
女
性
の
政
治
参
加
な

ど
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
目
的
で
す
。 

◎
高
木
清
隆 

〇
佐
野
武
次 

 

浅
田
二
郎 

 
 

鈴
木
弘
睦 

 

伊
藤
謙
一 

 

竹
野 

昇 

ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会 

 

ご
み
の
減
量
化
対
策
や
ご
み
処
理
業
務
の
収
支

改
善
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
諸
課
題
や
先
進
事
例

の
調
査
・
研
究
及
び
課
題
整
理
が
目
的
で
す
。 

◎
村
松 

尚 

〇
山
田
貴
子 

 

髙
橋
美
博 

 
 

 

寺
田 

守 
 

戸
塚
哲
夫 

 

村
井
勝
彦 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
特
別
委
員
会 

 

今
後
、
社
会
の
様
々
な
分
野
（
子
育
て
・
教
育
・

健
康
・
都
市
環
境
・
産
業
振
興
・
防
災
等
）
で
１

ｃ
ｔ
の
効
果
的
活
用
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
，

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◎
大
庭
通
嘉 

〇
森
杉
典
子 

 

岡
本
幹
男 

 
 

 

近
藤
正
美 

 

木
下 

正 
 

田
中
克
周 

二
つ
の
意
見
書
（
案
）
提
出
も
、
廃
案
に 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
６
月
定
例
会
に
「
公

的
保
育
制
度
へ
の
財
政
支
援
充
実
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）」
と
、「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

会
派
代
表
者
会
議
で
取
り
扱
い
を
協
議
し
ま
し

た
が
、
自
民
公
明
ク
ラ
ブ
が
反
対
し
、
全
会
一
致

と
な
ら
ず
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。 
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